
大きさは3～4センチ。表面に20本ほ
どのはっきりとした縦肋がある。

大きさは3～5センチ。丸くふくらんであ
つみがあり、表面に細い横肋がある。

※アルファベットは学名、カッコは近い現生種の和名を示します。★の数が多いほど見つかりにくい種類です。
矢印は種類を特定するときに大切な部分を示します。貝化石の部位・名称は表紙をご覧ください。

　陸や海にすんでいたホ乳類の化石も時々見つかります。写真の他にもクジラや
アシカ、パレオパラドキシア、シカなどが見つかっています。

ナキウサギの祖先。

大きさは1センチほど。歯冠は細い三角形。
コツ：石をわって探す方法もあるが、時々地
層の表面に出ている。キラッと光る黒やね
ずみ色のものはサメの歯の可能性がある。

メジロザメに似るが、歯冠が「く」
の字のように曲がり、のこぎり状
の小さな歯（矢印）がある。

2～4センチのぼう状。光沢の
ある黒色で、片面にはハブラシ
のようなすじ（矢印）がある。

　サメやエイの仲間は、歯の化石がまれに見つかりますが、１センチ以下の小さなものもあります。地
層の表面やわった石を注意深く観察しましょう！

大きいものは10センチをこえる。
青みをおびたねずみ色。大変め
ずらしい。

大きさ3～5センチ。歯冠のふち
にのこぎり状の小さな歯がない。

大きさは1～2センチ。表面にはよわい横肋が
10～15本ほどある。たくさん見つかる。

大きさは1～2センチ。表
面によわい縦肋がたく
さんある。

光沢のあるうすいカラ
に細い縦肋がある。

大きさは1～2センチ。三日月
のような形をしている。

大きさは4～6センチ。ふちが
やや角ばる。矢印の部分が
少しへこむ。

大きさは2～4センチ。たまご型で表面にあみめ状のも
ようがある。表面がわれると内側がキラキラかがやく。

大きさは2～8センチ。クリーム色。イワムラニシキとミズナミホタテは
よく似ているが、前者は表面に細い放射状の縦肋が20本以上あ
り、後者は太くはっきりした放射状の縦肋が10～12本ある。

大きさ7～15センチ。イズモノアシタガイとマテガイは似たような形をしている。イズモノアシタガイ
はずんぐりしており、表面の横肋はふちでは丸く曲がる。一方、マテガイはより細く、表面の横肋は
ふちでは直角に曲がる。この2点が両者の大きなちがい。

大きさは2～3センチ。ずんぐりとして丸
くふくらむ。たくさん見つかる。

大きさは2～6セン
チで細長い。表面
には、多くの細い
横肋がある。

大きさは3～6センチ
で巻き数は4～7。表
面には、はっきりした
横肋がある。

大きさは3～15センチ。表面には、細
い横肋と太い山形の縦肋がある。完
全な状態の化石を採集するのはむ
ずかしい。

大きさは5～10センチ。非常にめ
ずらしいイカ・タコの仲間の化石。

木の化石にウニャウニャしたものがあ
る場合はこれがフナクイムシの巣穴。

化石から遠いところをコツコツと
ていねいにたたく。
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　化石採集をした後は、化石を家に持っ
て帰り、化石やまわりの石を外でかわか
してから、化石のまわりについている石を
取りのぞきましょう。イラストのように小さな
タガネやナイフを使って石をけずります。
　もし、化石がこわれたら木工用ボンドを
3倍の水にとかし、それをこわれた部分に
かけます。クリーニングが終わったら、この
図鑑を使って名前をつけ、箱などにいれ
て大切に保管しましょう！

ガリガリとナイフでけずるのではなく、「グッ」と
ナイフを親指でおして、わるように石をとりの
ぞく。

親指でおす。

ナイフの前に
指を出さない
ように注意。




